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序 文
　熊谷市奈良・玉井・代地区において、昭和57～58年に

かけて、東京電力株式会社が送電線路を新設することに

なりました。

　奈良地区には、市指定文化財の横塚山古墳があり、玉

井地区には、玉井古墳群があり、両地区とも多くの古墳

が存在することが知られています。

　本市教育委員会は、東京電力株式会社から委託をうけ

て、上柴線新設（1期）工事の鉄塔建設予定地内の発掘

調査を実施しました。

　遺跡は、貴重な文化遺産として、後世に残すことが第

一に計られるべきですが、工事の性格上やむをえず、記

録保存の方策をとることとなったものです。

　本書は、昭和57年度に発掘調査をして得られた成果を

同58年度にまとめて報告するものです。

　本書が郷土の歴史を語るうえで、また、学術研究等に

も資するものであるならば、幸に思います。

　最後になりましたが、県文化財保護課、地元奈良・玉

井地区住民の方々を初め多くの方々からご指導・ご協力

をいただきましたことに対して、深く感謝の意を表しま

す。

昭和58年8月

熊谷市教育委員会

教　育　長 関　根　幸　夫
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例 自

1．本書は、熊谷市大字奈良字下向河原1155－2の下向河原遺跡、大字玉井字下河原下1082の下河原下遺：跡、

　　大字代字本代1294－1の本代遺跡、大字玉井字下河原上718－1、731－1の下河原上遺跡の発掘調査報告

　　書である。

2．発掘調査は、昭和57年10月12日～昭和58年2月11日まで実施した。

3．本調査および報告書作成は、熊谷市教育委員会金子正之が担当した。

4．調査組織は次のとおりである。

〔
」
ρ
0

調査主体者

調査担当者

調査補助員

事務局

熊谷市教育委員会教育長

　　　〃　　　社会教育課主事

東洋大学学生

熊谷市教育委員会社会教育課長（前）

〃
〃
〃
ク
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃　（現）

課長補佐（前）

　〃　　（現）

係長

主事

〃

〃

出土遺物は、熊谷市教育委員会で保管している。

関根幸夫

金子正之

小林明仁

並木良輔

岡田　詮

里見昌夫

茂木　優

岡田伸洋

山川　建

寺社下博

島野嘉寿子

　土層説明及び、土器に含まれる砂の大きさは、下記のとおりである。

　　粗粒砂2～0．5mm、中粒砂0．5～0．25㎜、細粒砂0．25～0．06mm。

7．本書の作成にあたって、寺社下博・新井端・富田靖雄・草間サキ・稲村しず・金井和子・樋口政江各氏の

　協力を得た。

8．埼玉県埋蔵文化財調査事業団酒井清治氏には、下向河原遺跡の遺物について、御教授を受けた。記して感

　謝します。
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　カラー図版2　（×720）、18のみ（×365）
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　16　　　　　　　　　　　　　　G．
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　18　　　　　　　　　　　　　　　　Salvinia　natans

　19　　　　　　　　　　　P量nus　（二次堆積化石）

　20　　　　　　　　　　　　P．　’　（二次堆積化石）

　21　　　　　　　　　　　Carya　（二次堆積化石）

　図版1　　　遺跡航空写真
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写真番号　　　　　　珪藻化石種名　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料番号

　　　4Cocconeis　placentula　　 O
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　　　8C．　ventricosa　　 O
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　　　　　　　　　　　　　　－
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　　　18　　　　旦　　　　塑　　　　　　　　　　　　　　A

　　　19Stauroneissmithii　A
　　20　　　　　　　Synedra　vaucheriae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
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No．5一エ：里sp．　N6．6－cf．　Juglans　ailanth藍folia

No．7－Cryptomeria　japonica　No．8－Fraxinus　sp．

No．9一種類不明　Nb．10－Rhus　sp．

No．11－Fraxinus　sp．　No12一一Betula　sp．

No．13－Chamaecyparis　sp．　No．14－Ab五es　sp．

No．15－Ulmus　sp．　No．16一Betula　sp．

麺。．17一・cf．1－espedeza　sp．　No．18－Salix　sp．

N・・19一・f・M・ru・b・mby・i・N・・20－Abi§s　sp・

No・21－IGramineae　subfamilia　Bambusoideae　sp．　No．22－Chamaecyparis　sp．

No・23－cf・⊆鯉亘§sp・　No．24一一工里sp．

No．25－Chamaecypari3　sp．　No．26－Sambucus　sieboldiana

N・・27一 ｺh・maecypari・・p・N・・28一⊆・m・lli・1・p・・ica

No．29－Chamaecyparis　sp．　No．30一，Abies　sp．

No．31－Styrax　sp．　No．32一墨verticillata

No．33－cf．　Cr．　laponica　　No．34－Acer　sp。
　　　　　　　　　一

No．35－Betula　sp．　No．36－Fagus　sp．

No．37一旦巡sp．　No．38－1⊆塗．　i塑
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　　47
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1．発掘調査に至るまでの経過

　本調査は、東京電力株式会社の上柴線新設（1期）工事に伴い、昭和57～58年にかけて実施したものである。

　昭和57年3月29日付埼発用56第444号にお・いて、東京電力株式会社埼玉支店より、送電線路新設工事に伴う埋

蔵文化財の発掘に関する協議書が提出された。これに対し、昭和57年4月17日付教文第38号において、埼玉県教

育委員会より、発掘調査を実施する旨回答があった。

　昭和57年6月30日に、本市教育委員会と東京電力株式会社で埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約を締結し、昭

和57年10月12日から、発掘調査が開始された。

翌．発掘調査の経過

　発掘調査は、送電鉄塔建設工事の実施される順番に従い、下河原上遺跡、下向河原遺跡と下河原下遺跡、本代

遺跡の順に実施した。

　下河原上遺跡は、2基の鉄塔が建設されるので、北側を1区、南側をH区と呼称し、両地区を併行して調査し

た。1区は、地表から約40cmの深さで灰褐色粘土が堆積してお』り、その下は砂礫層、砂層の順に堆積していた。

II区は、地表から約40～60cmの深さで灰褐色粘土が堆積し、その下は砂礫層が堆積していた。昭和57年10月23日

に、全体写真の撮影をして、下河原上品跡の調査は終了した。

　下向河原遺跡と下河原下遺跡は、10月25日から調査を開始し、両遺跡を併行して調査した。下向河原遺跡は、

表土が20～50cm堆積しており、その下に礫層と砂層が堆積していた。下河原下遺跡は、地表から約1mの深さに

土が堆積し、その下、約2mの深さで粘土・シルト・砂が堆積し、その下は礫層であった。粘土層から、樹木・

種子・木の葉が多数検出された。12月18日に、下向河原遺跡・下河原下山：跡の調査は終了した。

　本代遺跡は、昭和58年1月27日から調査を開始した。表土は、20～60cmの深さで堆積し、その下は、30～60cm

の深さの砂礫層、10～80cmの深さの砂層、2～3cmの幅の酸化鉄の順に堆積し、更にその下は、礫層と砂層が堆

積していた。2月U日に、本代遺：跡の調査は終了した。

皿．遺跡の立地と環境

　遺：跡は、熊谷市の北部に所在し、荒川から北へ約3．5㎞、利根川から南へ約6．5kmの所に位置する。下向河原遺：

跡は、調査を行った遺跡の中で一番北に位置し、標高30．3～30．5mを測り、桑畑であった。下河原下遺跡は、下

向河原遺跡の南西約175mの所に位置し、標高30．8～30．9mを測り、桑畑であった。本代遺跡は下河原下遺跡の

南西約250mの所に位置し、標高31．5～31．8mを測り、林であった。下河原上遺跡は、本代遺：跡の南西約250m

の所に位置し、1区は標高約31．5m、　II区は標；高約32．1mを測る。1・II区とも畑であった。

　地形的に見ると、遺跡は妻沼低地上に位置し、その中でも、荒川新扇状地に立地している。妻沼低地の地形は、

・自然堤防や後背湿地・旧河道跡からできているが、下河原下遺跡からは旧河道跡が検出されている。

　遺跡は、玉井古墳群の東部に位置し、周辺にはNo．59－35～40（埼玉県遺跡地名表番号）の古墳が分布している。

玉井古墳群は、遺跡の南西方向に広く分布しており、その南には原島古墳群、更に中山道を越えた南西には坪井

古墳群・石原古墳群・広瀬古墳群がある。（図4）

　玉井古墳群は、方墳1基を含む15基の古墳が知られているが、昭和34年に玉井八幡山古墳が調査されており、

1



数個の土器細片が発見されている。No．59－27古墳の東からは、古銭が大甕の中から16，184枚も発見され、本来は

30，000枚前後あったと推定されている。古銭の内容は、北宋銭が多く全体の71％を占めるが、唐・五代・南宋・

元・明・安康・金・朝鮮の古銭もあった。

　遺跡の北西には、新ヶ谷戸遺跡・別府古墳群・寺東遺跡・天神遺跡・東別府条里遺跡・奈良氏館跡・玉井陣屋

跡・別府城跡がみられる。

　新ヶ谷戸遺跡は、古墳1基・古墳時代末～奈良時代の竪穴式住居跡8軒・奈良～平安時代の溝跡2本・中世以

降の土膿2基が検出されている。1号墳は、二段築成の円墳と考えられ、直径約15m、石室は胴張りの横穴式石

室であった。出土遺物は、須恵器のフラスコ型細頸瓶・趣・平等・圷身、土師器杯、直刀、鉄鎌片、工具片、鞘

金具の断片が検出され、土器はすべて石室外の出土品で、墓前祭に伴う供献土器と考えられている。

　別府古墳群は、前方後円墳であるカンニチ山古墳を含む17基の古墳が知られている。昭和41年に、仲廓古墳の

調査が行われて埴輪が検出され、直径約18mの円墳と推定される。

　寺東遺跡と天神遺跡は、現地表から2～3mの深さの面から遺構が検出され、寺東遺跡は縄文時代中～後期の

敷石住居跡・埋甕、天神遺跡は古墳時代前期の包含層・後期の住居跡・平安時代の溝跡が発見されている。

　東別府条里遺跡は、坪割目が長地型と半折型が入り乱れて配置され、大体、折半の程度であり、樹形をもつ坪

数は533坪に過ぎず、坪が完形でないことは河流の氾濫によると考えられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　遺跡位置図（口第2図の図示範囲）
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騨．下向河原遺跡

　1．遺跡の概観（第3・4図）

　本遺跡は、今回調査を実施した遺跡の中で、一番北に位置しており、標高30．3～30．5mを測る。遺跡の北約180

mの所には、荒川の旧河道跡が西から東へ流れ、太田・熊谷バイパスの東約75mの所でUターンして南流してい

る。一辺10mのグリッドを調査した形となり、土層は表土が深さ10～50cm、2層層朶さ20～40cmの礫層（よくし

まる褐色土中にφ5㎜～6（㎞前後の礫が密集する）、3層が深さ8cmで、レンズ状に堆積している礫層（φ10mm

前後の礫が密集する）、4層が深さ10～30cmの砂層（粗粒砂で、ところどころにφ5㎜前後の礫がみられる）、

5層が深さ50～110cmの礫層（粗粒砂とφ5㎜前後の礫が密集し、中にφ30～70㎜の礫が多めにみられる）、6

層が深さ2～8clnめ礫層（φ5mm前後の礫が密集する）、7層が深さ4～8cmで、レンズ状に堆積している褐色

土層（細粒砂を含む）、8層が深さ20～40cmの砂層（粗粒砂）、9層が深さ20～40cmで、レンズ状に堆積してい

る礫層（粗粒砂の中に、φ5～20mm前後の礫が密集する）、10層が深さ24cmで、レンズ状に堆積している砂層（8

層よりも目があらく、φ10mm前後の礫を含む）、11層が深さ8～16cmの砂層（10層より目があらい）、12層が深

さ20～40cmの礫層（中粒砂の中にφ2～10mm前後の礫を含む）、13層が深さ30～60cmの礫層（粗粒砂の中に、φ
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第3図　下向河原遺跡位置図

4



△塑54・ 一’

1

2

4

2

4

5

6
01

6

5

9 11

31

B3α654。 B

2

－
一
2
一
」
外

2

3

7

5

9

6

8 01

12

黷
a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　2冊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1．表土層

2．礫層（よくしまる褐色土中に、φ5～60mm前後の礫が密集する。）

3．礫層（φ10mm前後の礫が密集する。）

4．砂層（粗粒砂で、ところどころにφ5mm前後の礫がみられる。）

5．礫層（粗粒砂とφ5mm前後の礫が密集し、中にφ30～70mmの礫が多めにみられる。）

6．礫層（φ5mm前後の礫が密集する。）

7．褐色土層（細粒砂を含む。）

8．砂層（粗粒砂）

9．礫層（粗粒砂の中に、φ5～20mm前後の礫が密集する。）

10．砂層（8層よりも目があらく、φ10㎜前後の礫を含む。）

11．砂層（10層より目があらい。）

12．礫層（中粒砂の中に、φ2～10mm前後の礫を含む。）

13．礫層（粗粒砂の中に、φ5～3（㎞m前後の礫が密集し、φ100mm前後の礫が点在する。）

　　　　　　　　　　　　　第4図　下向河原遺跡断面図

5～30m搬前後の礫が密集し、φ10伽m前後の礫が点在する）であった。

　遺構は確認されなかったが、2・4層から多くの遺物が出土し、13層からは土師器片が検出された。調査区の

北側中央の2層上部からは焼土が確認されたが、性格は不明である。

　2．遺物（第5・6図）

　遺物は、土器片・陶磁器片・ほうろく片・凹石・板碑片が出土した。第5図の遺物分布図から、遺物は、2層

の礫層と4層の砂層に多く含まれていたことがわかる。土器・陶磁器片・ほうろく片は、調査区の東側に多く分

布し、凹石・板碑片は南西に検出された。2層と4層は、第4図のA－A’断面から、西から東へ10mの距離で

約20cm低下しており、B－B’断面から、南から北へ10mの距離で約20cm低下していることが認められる。土器片等

の焼物片が北東に多く分布しているのは、これらの遺物が、河川の氾濫によって南西から北東へ流された結果に

よるものと思われる。凹石・板碑片は焼物片と同じように流されてきたが、焼物片より比重が重いことにより、
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南西側にとどまったのかもしれない。

　土師器（第6図一1・2）

　1は、二形土器の口縁部であり、口径

約18．4cmである。二三には、中二三が多

く含まれ、焼成は良好で、色調は茶褐色

である。右→左へ横なでされている。

　2も、甕形土器の口縁部であり、口径

約16，7cmである。三三には、粗粒砂・中

粒砂が多く含まれ、焼成は良好である。

色調は、外面が暗褐色、内面が淡褐色で

ある。整形は、横なでが施されている。

　陶磁器（第6三一3～5・7～13）

　3・9は天目茶碗であり、3は口径11．4

cm、9は口径8．2cmである。3は、口縁

がS字状にくびれており、黒褐色を呈し

瀬戸物と考えられる。9は暗褐色を呈す。

3・9とも17世紀。

　4は、高台径4．9cmを測り、菊と思わ

れる文様があるが明瞭ではない。瀬戸物

の碗であり、乳白色を呈し、幕末のもの

と考えられる。

　5は、灰粕碗であり、高台は付け高台

で、径7．1cmを測る。17世紀頃のもので、

瀬戸か美濃の産である。

　7は、銅三三であり、口径12．1cm、高

台径4．6cm、器高7cmを測る。江戸後期。

　8は、鉄三三であり、口径12．6cm、高

台径6．2cm、器高6．6cmを測る。江戸後

期のものと考えられる。

　10は、：有田焼の小皿であり、松と波の文様が描かれている。口径10cm、高台径5．3cm、器高2．8c阻を測る。幕

　末～明治のものと考えられる。

　11・12は、唐津系のもので、11は皿の口縁部、12は碗の底部である。12は高台径4cmを測る。11・12ともに江

戸後期のものと考えられる。

　13は、鉄粕碗であり、高台径4．6cmを測る。美濃産で江戸前半のものと考えられる。

　ほうろく（第6図一6）

　6は、口径24cm、底径20．4cm、器高2．9cmを測り、胎土には粗粒砂、赤褐色粒子が多く含まれる。焼成は良好

で、色調は外面が茶褐色、内面が淡褐色を呈す。江戸末～明治のものと考えられる。
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14は、緑泥片岩の板碑片であり、表と裏の」両面に工具による削り痕が見られる。最大厚3．lcmを測る。

15は、凹石の破片であり、最大厚7．1cm、凹みの直径約4cm、深さ約3．5cmを測る。

V．下河原下遺跡

　1．遺跡の概観（第7・8図）

　本遺跡は、下向河原遺跡の南西約175mの所に位置し、標高30．8～30．9mを測る。他の調査区が、表土を剥ぎ

20～60cm掘下げると礫層になるのに、本遺跡は、地表から約2．2～2．8mの深さで、土・砂・粘土が堆積し、そ

の下から礫層が検出された。粘土層から、多くの樹木・種子・木の葉が出土した。

　第8図断面図の土層説明は、下記のとおりである。

　1層、暗褐色土（火山灰を多く含む。）

　2層・暗褐色土（火山灰を少し含む。）

　3層、暗褐色土（灰褐色粘質土を少し含み、酸化鉄も少し含む。）

　4層、灰褐色粘質土（酸化鉄を含む）

　5層、暗褐色土（灰褐色粘質土・酸化鉄を含む。）

　6層、暗褐色土（灰褐色粘質土・酸化鉄を含み、砂も少し含む。）

愈
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第7図　下河原下遺跡位置図
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7層、砂層（φ0．2～0．3㎜）

8層、暗褐色土（φ2～3mmの灰褐色三二土・酸化鉄・黒色土粒子を含む。）

9層、灰褐色粘土（φ0．5mmの酸化鉄を多く含み、砂も含む。）

10層、灰褐色土（酸化鉄を少し含み、φlmmの砂も含む。）

11層、灰褐色土（φ0．5～1cmの酸化鉄・灰褐色三三土を含み、さらさらしている。）

12層、砂礫層（φ0．2～0．3mmの砂・φ4～5㎜の礫を含む。）

13層、砂層（φ0．5～1㎜の砂を含む。）

14層、灰褐色粘土（φ2～5mmの酸化鉄を含む。1）

15層、灰褐色粘土（φ1～2mmの砂・酸化鉄を含む。）

16層、砂層（φ0．5～1㎜の砂を含む。）

17層、砂礫層（φ0．5～1m鵬の砂・φ5～20mmの礫を含む。）

18層、砂層（φ0．1mmの砂を含む。）

19層、灰褐色粘土（酸化鉄を少し含む。）

20層、灰褐色粘土（φ5～10mmの酸化鉄を含む。）

21層、灰褐色粘土（φ2～3mmの砂・φ10～20mmの礫を多く含み、酸化鉄も含む。）

22層、砂層（φ1㎜の砂を含む。）

23層、灰褐色粘質土（φ5～1伽mの酸化鉄を多く含み、砂も含む。）

24層、灰褐色粘土（φ5～10㎜の酸化鉄を含む。）

25層、灰褐色粘土（φ0．1mmの砂を含み、φ2～50mmの酸化鉄を含む。）

26層、灰褐色粘土

27層、砂礫層（φ1～2mmの砂・φ4～5㎜・φ20～30mmの砂を含む。）

28層、灰褐色粘土（φ50mmの酸化鉄を多く含む。）

29層、酸化鉄

30層、灰白色粘土

31層、砂層（φ0．5～1mmの砂を含む。）

32層、砂礫層（φ1～1．5mmの砂・φ5～10mmの礫を含み、33層より黒い。）

33層、砂礫層（φ1～1．5㎜の砂・φ5～10㎜の礫を含む。）

34層、砂層（φ0．5－1㎜の砂を含み、φ10mmの礫を少し含む。）

35層、砂層（φ0．2・～0．3mmの砂を含む。）

36層、青緑色粘土

37層、砂礫層（φ1～2mmの砂及び、φ20～50mmの礫を含む。）

38層、暗褐色土（φ0．5～1㎜の砂を多く含み、灰褐色粘質土を少し含む。）

39層、暗褐色土（灰褐色粘質土を含み、酸化鉄・砂を少し含む。）

40層、灰褐色粘質土（φ2～3mmの酸化鉄を含む。）

41層、砂層（φ0．2～0．3mmの砂層で、φ1～5mmの炭化物を少し含む。）

42層、灰褐色土（酸化鉄を少し含み、φ0．1mmの砂を含み、さらさらしている。）

43層、灰褐色粘土（φ0．2～0．5m磁の酸化鉄を少し含む。）

44層、砂層（φ0．1㎜の酸化鉄を含む。）
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45層、灰褐色粘質土（酸化鉄・細かい砂を含む。）

46層、砂礫層（φ0．3～0．4㎜の砂を多く含み、φ0．5～1cmの礫を含む。）

47層、砂層（暗褐色で、φ0．1㎜の砂であり、酸化鉄を多く含む。）

48層、砂層（φ0．1～0．2㎜の酸化鉄を少し含む。）

49層、灰褐色粘質土（φ1～2cmの酸化鉄を含む。）

50層、青灰色粘土（酸化鉄を少し含む。）

51層、灰褐色粘質土（酸化鉄・砂を多く含む。）

52層、灰褐色粘質土（φ5㎜の酸化鉄を含み、砂も含む。）

53層、青砂利（φ1～2㎜の砂・φ1～2cmの礫を含む。）

　2．遺：物（第9・10図・表1・図版6～15）

　現地表面から2．5～3mの深さの面で、旧河道跡の河床が検出された。河床は、　N－135．一Eの方向で走り、

6区の位置でN－125。一Eの方向に曲がり、東側へ傾斜していた。

　遺物は、701点検出され、樹木660点、種子11点、木の葉21点、炭化材9点、土器片1点であった。

　樹木は、第10図一17・18・19のように大きなものもあったが、多くは小さい木片であり、河川の氾濫によって

運ばれてきた流木と考えられる。A－2・3区、　B－3・C－4区、　B－4・5区、　B－6区、　C－7区、　A－

8区、C－8区、　A－9区に、樹木の集中が見られる。木器と考えられるもの（図版10－2）も出土した。

　種子は、A－9・B－9区に多く検出され、　B－9区で4点、　A－9区で3点出土し、　A－1・5・8、　C－

7区は1点ずつ検出された。

　木の葉は、B－3・C－9区から多く検出され、　B－3区から5点、　C－9区から3点出土した。　C－7・8・

D－7区からは2点ずつ、B－4・5・7～9・C－4・6区からはそれぞれ1点ずつ検出された。

　炭化材は、A－8区で3点検出され、　A－1・5・7・9、　B－5・9区からそれぞれ1点ずつ検出された。

　こうしてみると、種子が調査区の北東側に、木の葉は、中央から南東側に、炭化材は、北側にそれぞれ分布し

ていることがわかる。

　酸化鉄は、河床面上にも検出され、河川の流れる方向と平行してお・り、西側は幅20～40cm、　D－6区で幅70cm

に広くなっていた。A・B－8区とB－9区にも、酸化鉄が検出された。

　土器片（図版8－1）は、A－5区の北側で、河床直上に1点だけ検出された。ほうろくの口縁部破片と思われる。

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10

T：1

b：1

T：1

b：1 C＝1

T：1

b：3

T：3

b：1
B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 BlO

H：5 H：1 H：1
b：1

H：1 H：1
T：4
g：1
b：1

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10

H：1 H：1
T：1
g：2 H：2 H：3

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10

H：2

表1　下河原下遺跡種子・木の葉・炭化材分布表 （注）T：種子、H：木の葉

　　C：炭化材
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’w．本代遺跡

　1．遺跡の概観（第11・12図）

　本遺跡は、下河原下遺跡の南西約250mの所に位置し、標高31．5～31．8mを測る。遺跡の南側は、標高31．3m

を測り、遺跡の所在する微高地より低く、水田となっており、荒川の旧河道跡と考えられる。土層は、1層が表

土（φ4cm前後の礫が、所々に混じる）、2層が砂礫層（φ2～10cmの礫を含み、φ4～5cmの礫が多い）、3

層が混礫土層（φ10cmの礫を含む〉、4層が砂礫層（φ5～8cmの礫を多く含む）、5層が礫層（φ1cm前後の

礫が密集する）、6層が砂礫層（φ1～10cmの礫が含まれ、φ5～6cmの礫が多い）、7層が砂礫層（粗粒砂の

中にφ1cm前後の礫が多く見られ、φ3cm前後の礫も含まれる）、8層が淡褐色砂層、9層が淡褐色砂層（灰褐

色砂・酸化鉄を多く含む）、10層が淡褐色砂層（灰褐色砂・酸化鉄を少し含む）、11層が灰褐色砂層（酸化鉄を

多く含む）、12層が酸化鉄、13層が砂礫層（15層より細かい砂の中に、φ2cm前後の礫を含む）、14層が礫層（φ

1，m前後の礫が密集する）、15層が砂層（粗粒砂）、16層が礫層（φ5田mの礫が密集し、所々にφ2，m前後の礫

が含まれる）、17層が礫層（φ3～5cmの礫が密集する）、18層が砂礫層（粗粒砂の中に、φ4cm前後の礫が点

在する）、19層が砂礫層（粗粒砂の中に、φ5mm前後の礫が多く含まれ、φ3～8cmの礫も含まれる）であった。

　第11図のA－A！断面は、ほぼ水平に堆積しているが、B－B’断面は、12層の酸化鉄が北西側に向い高くなって
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第11図　本代遺跡位置図
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第12図　本代遺跡断面図

　　　　　　　いる。これは、北西から南東の方向に河川が氾濫し

　　　　　　　たと考えられる。12層（酸化鉄）が2～4cm堆積し

0　　　　　　2cm

第13図　本代遺跡出土古銭

ていることにより、12層上に水がたまっていたこと

も考えられる。

　2．遺物（第13図）

　古銭が、表土中から2点検出された。1は、寛永

通宝・無二の銅銭で、2は、鉄銭である。
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V置．下河原上遺跡

　1．遺：跡の概観（第14・15図）

　本遺跡は、本代遺跡の南西約250mの所に位置し、1区は標高約31．5m、　H区は標高約32．1mを測る。本遺跡

の東側には、埼玉県埋蔵文化財調査事業団が、昭和55年に調査した熊谷1号遺跡があり、麗乱を受けて遺構は確

認されなかったが、中・近世陶器片が検出されている。　（注1）

　（1）1区

　1区は、丑区の北側26mの所に位置し、　H区より一段低くなってお・り、本代遺：跡の南側にある旧河道跡に続い

ている。土層は、1層が褐色粘土（耕作土）、2層が灰褐色粘土（酸化鉄を少し含み、火山灰も含む）、3層が

灰褐色粘土（酸化鉄をまばらに含む）、4層が礫層（φ10～15cmの礫を含み、西から東へ傾斜して堆積）、5層

が礫層（下位にいくに従って、礫は小さくなる）、6層が砂層となっている。

　4・5層は、西から東へ傾斜して堆積しており、東壁断面では北から南へ傾斜して堆積しているので、北西か

ら南東へ、河川が流れていたと考えられる。土器片は4層と6層から出土した。

　（2）H区

　II区は、1区より高く、微高地上に立地している。土層は、1層が灰褐色粘土、2層が灰褐色粘土（酸化鉄を

まばらに含む）、3層が茶褐色粘土（酸化鉄を多く含む）、4層が礫層（φ10～15cmの礫を含む）、5層が砂礫

層（南から北へ傾斜しており、中間に砂層がみられる）となっている。

　4・5層は、南から北へ傾斜して堆積し、北壁断面では西から東へ傾斜して堆積しでいた。調査区が東へ傾い

ているので、北壁と東壁も、巖密に言えば北東壁と南東壁となり、河川の流れた方向は西から東へ向いていたと

考えられる。

　　注1．利根川章彦「新ケ谷戸」　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第9集　昭和57年
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第15図　下河原上遺跡断面図
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A A

㊥2

㊥3

♂

【
」
⑧ 　2．遺物（第16・17図、図版19－1）

　遺物は、1区から検出され、前述したように4・6

層から出土した。

　3は、台付甕の台部であり、台部径7．1cm、台部高

1．4cmを測る。胎土には中粒砂が多く含まれ、粗粒砂も

少し含まれている。焼成は良好で、色調は淡褐色を呈

す。残存率は台部の約40％である。
⑲1

31r轟＿

30m＿

29m＿

第16図

　　　⑧1⑤2　　　　　　　　⑧4　5
　　　　　　　　　　　　⑧

　　　　　　　　　⑧3

　　　　　　　　　0　　　　2m
　　　　　　　　　一
下河原上遺跡1区出土土器分布図

　　0　　　　　5cm

纏17図　1区出土土器
　　　（No．3）実測図

下河原下遺跡発掘調査風景
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㎜．自然科学による調査

　下河原下遺跡において、多くの樹木片・種子が検出されたので、古環境を復元するため、花粉・珪藻分析及び

樹種・種子同定をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼して、実施した。花粉・珪藻分析は、東壁面からサンプル

を採取し、樹種・種子同定は、樹木43点・種子9点を選んで調査した。

　1．花粉分析

　（1）試料

　試料は、図1のA～Vの

サンプルのうち、17点であ

る。各試料の名称、土質、

花粉・胞子化石産出傾向に

ついては、表2に示した。

　（2）分析方法

　花粉分析の方法は、下記

の手順で行った。

　試料秤量（20g）
　　　↓

　HE1処理
　　　↓

　HF処理
　　　↓

　重液分離i
　　　↓

　アセトリシス処理
　　　↓

　KOB処理
　　　↓

　　封入
　　　↓

　　検鏡

　（3）分析結果及び考察

　花粉分析の結果は、表3

に検出個体数で示した。な

お、花粉、胞子化石の総検

出個体数が100個体以上の

ものについて、針葉樹花粉

（AP－1）、広葉樹花粉

（AP－2）、草本花粉（N

AP）、形態分類花粉（F

P）、羊歯類胞子（FS）

の割合を記した。また、第

三紀層からもたらされたと

思われる二次堆積の微化石

についても下の欄に個体数

1
A

2 B

3 C

D
4
嘲
～
》

7
u

E

麺
8

9
輩
1
417

H
ピ
置

23

48　　V
」
、

K

50

29

37

53

24

　　　0
　　29

36

　　　暫｝28

29　　　　P

　32　　Q

　　　　S

　　　　τ

0　　　　　　　　50cm

図1　下河原下遺跡（東壁）土層柱状図
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表2　下河原下遺跡試料表

微化石産出傾向　注一2試　料
ｼ　称

土　　　　　　質　　　注一1
花粉・胞子 珪　　藻

A 黄灰色土 C A

B 〃 C A

C 〃 R R

D 黄褐色シルト RR R

E にぶい黄色シルト RR R

F オリーブ褐色シルト RR R

u 黄褐色細砂 一 R

G オリーブ褐色砂質シルト RR R

H 灰黄褐色シルトまじり砂 RR R

1 〃　シルト質粘土 RR RR
J 自転色砂まじりシルト質粘土 RR R

V オリーブ黒色中～細砂 RR RR
K オリーブ黒色礫まじり粗～中粒砂 一 RR
L 灰オリーブ色細砂 RR RR

M 〃　　砂質シルト RR R

N 〃　　　　　　　　　〃 R R

0 褐灰色砂質シルト C R

P 灰色シルト C C

Q 褐灰色砂礫 一 RR
S オリーブ灰色シルト RR RR
T 褐灰色粗～細砂 一 RR

注1．試料の色調は小山・竹原（1967）新版標準土色帖による。
注2．徴化石産出傾向はA：多い、C：普通、　R：少ない、　RR：極めて少ない、一：未分析試料。

で表示した。

　表3の中から、主要化石について、図2としてダイアグラムを作成した。

　以下、各試料について述べる。

OA試料
　樹木花粉は、マツ属とスギ属が多産し、コナラ属コナラ亜属（以下コナラ亜属）、エノキ属一ムクノキ属（注1）

ニレ属一ケヤキ属等を伴う。草本花粉は、イネ科が多産し、アカザ科、アブラナ科、ヨモギ属等を伴う。シダ類

胞子は、単条溝型胞子、三条溝型胞子、サンショウモ等を産する。

　　　　　　注1．属名間の一は、形態上両者の区別が明瞭でないことを示す。

OB試料
　樹木花粉の産出は、ほぼA試料と同様である。草本花粉は、イネ科が著しく多く、アブラナ科も多産する。シ

ダ類胞子は、単条溝型胞子、三条溝型胞子等を産出する。

OC、　D、　E、　F、　G、　H、1、J、V、　L、　M、　N、　Sの各試料

　これらの試料は、いずれも花粉・胞子化石の産出が少ない。また、これらの試料中からは、二次堆積と考えら

れる（図版2－19、20、21参照）モミ属、ツガ属、マツ属、カリや属、フウ属、Dinoflagellates等を産出する。
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これらの化石は、カリや属、フウ属、Dinoflagellates等の産出から、おそらく第三紀属（海成層）からもたら

されたものと考えられる。

00試料

　樹木花粉は、コナラ亜属、クマシデ属、ニレ属一ケヤキ属、スギ属、マツ属等を産出する。草本花粉は、ヨモ

ギ属とイネ科が著しく多く、タンポポ亜科、キク亜科（除ヨモギ属）等を産出する。シダ類胞子は、単条溝型胞

子と三条溝型胞子が著しく多産する。また、二次堆積と考えられる化石も数多く産出した。

OP試料

　樹木花粉は、0試料とほぼ同じ産出をする。草本花粉とシダ類胞子も割合は減少するものの、0試料と同じも

のが産出する。

　今回の試料分析結果をみると、CからSまでの試料には二次堆積化石（注2）が含まれる。、とくに、0、　P試

料を除くCからSまでの試料においてそれらの化石が多く、新鮮な化石が少ない。このことは、試料が旧河道の

堆積物とされていることから、上流域の第三紀の堆積物が、土砂とともに一時的に堆積し、従って、当時生育し

ていた植物の花粉は、堆積時にあまり取込まれなかったものと考えられる。

　　　注2．ここで述べている二次堆積化石とは、古い時代に堆積したものが何らかの作用で再堆積したもので

　　　　　ある。

　0、P試料は、イネ科とヨモギ属が多いことから、おそらく河川に沿ってイネ科及びヨモギ等が生育していた

ものと考えられる。一方樹木は、クヌギ、コナラ、マツ（おそらくアカマツ）、スギ等が主に生育していたであ

ろうが量的にどの程度のものかは推定できない。

　A、B試料は、マツ（おそらくアカマツ）とスギが優占する樹木構成となり、コナラ、クヌギ等を混えること

から、現在の熊谷周辺の丘陵に見られるような林が後背地に存在していたと考えられる。また、イネ科植物は河

川に沿って生育していたものと考えられる。ただし、B試料にお・いてアブラナ科の多産は、イネ科の多産による

稲作とともにアブラナ栽培の可能性も考えられる。

　なお、AとPの両試料には、水生植物のサンショウモが産出しており、水の存在が推定される。この水の環境

については、珪藻分析の結果において述べる。
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　2．珪藻分析

　（1）試料

　分析試料は、A～Vまでの21点であり、土質、珪藻化石産出傾向については花粉分析の試料表2を参照された

い。

　（2）分析方法

　試料の秤量（5～20g）→H、0、処理→沈降法により粗粒砂を除去→分散剤（ピロリン酸ナトリウム）を加え

粘土粒子を除去→L字形管分離法により細砂を除去→散布→乾燥→封入（ブリュウラックス使用）→検鏡（×10

00）

　（3）分析結果及び考察

　各試料から検出された珪藻化石は、個数で表わし表4にまとめた。このなかで産出頻度の高い種については、

合計を基数とする比率のダイアグラムで表わし、図3を作成した。

　次に、分析結果について述べる。

　表2の珪藻化石産出傾向でも明らかなとおり、T、　S、　Q、　L、　K、　V、1の7試料は珪藻の含有が極めて少

なかった。これ以外の試料は、少ないながらも100個体以上検出され、最上部のB、Aは非常に多かった。

OT、　S、　Q試料

　前述したとおり珪藻の含有が極めて少ない。岩相からは不安定な堆積環境が考えられる。

OP、0、　N、　M試料

　好止水生で付着性のCymbella　turgidulaが優占することにより特徴付けられる。これに付随して、水の流動

に対して不定な付着性のHantzschia幽，　Navicula　Inutica，旦迦血，　Cocconeis　placentula

var．　euglyptaや好流水・付着性のGomphonema　cleuei等が比較的多く検出された。

　従って、水がある程度停滞するような止水域（池沼、湖沼等）での堆積環境が推定される。

OL、　K、　V試料

　珪藻の含有が非常に少なく、堆積環境は不明である。しかし、これらの試料は砂であり、堆積環境は不安定で

あったと推定される。

OJ試料

　好止水・付着性のCym　belIa　turgiduIaが優占することから前述のP、0、　N、　Mと近似するが、好流水・付

着性のGomphonema；cleveiも多産することから流水の影響も比較的強かったと思われる。

OI試料

　珪藻の含有が少なく、堆積環境については不明である。

OH、　G、　U、　F、　E、　D、　C、　B、　A試料

　好流水・付着性のPinnularia…型幽，不定・付着性のNavicula　mutica，　Nitzschia　cf．　fonticola，

Hantzschia　ampbioxys，　Stauroneis　cf．　krigeri，　Stauroneis　spp．が多産することによって特徴付けられ

る。これに付随して△幽montana，　Nitzschia　obtusa，　Navicula　contenta　fo．蝿等の不定・付着

性種やCaloneis　bacilIum等の好流水・1付着性種が検出された。

　従って、流水の影響下での堆積環境が推定される。

　以上、珪藻群集の近似したものどうしをまとめて述べた。堆積環境は、珪藻が極めて少ないものは別にして、

下位のP、0、N、　Mは流水の影響は少なく、比較的水が安定するような池沼的環境であったが、　Hより上位に
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なると流水の影響が現われる環境へと変化したことが考えられる。

　また、花粉分析結果から当堆積物の上部のA、B試料と下部の0、　P試料は、新鮮な花粉が検出されたが、そ

れ以外は海生微化石Dinoflagellate、一般的に第三紀層から検出されるカリや属、フウ属も検出されたことから、

大半が上流域の古い地層から運搬・堆積されたものであり堆積時間も比較的短かかったものと考えられる。珪藻

分析でも数量的には少なかったが、明らかに二次化石と考えられる海水のTぬalassionema　nitzschioides等が

検出された。
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図3　下河原下遺跡試料主要珪藻化石ダイアグラム
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　3．樹種同定

　（1）同定方法

　剃刀の刃を用い、木口、柾目、板目三面の徒手切片を作成、ガム　クロラール（Gum　Chloral）で封入、生

物顕微鏡で観察・同定した。

　（2）同定結果

　同定結果を、一覧表で示す。　（表5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5　下河原下遺跡試料樹種同定結果

番号 採取地点 種　　　　　　　名
1 A－9 cf．　Alnus　sp．　（ハンノキ属類似種）

2 A－9 cf．　Chama¢c　aris　sp．　（ヒノキ属類似種）

3 A－9 Chamaec　aris　sp．
4 A－9 Chamaec　aris　sp．
5 A－9 Tsuasp．　（ツガ属の一種）
6 A－9 cf．墨ailanthifolia　．（オニグルミ類似種）
7 A－9 Cr　tomeria●a　onica　（スギ）
8 A－9 Fraxinus、　sp．．　（トネリコ属の一種）

9 B－9
．種類不明　一．

10 B－9 Rhus　sp．　（ウルシ属の一種）

11 B－8 Fraxinus　sp．

12 A－8 Betula　sp．　（カバノキ属の一種）

13 A－8 C｝1amaec　　aris　sp．

14 A－8 Abies　sp．　（モミ属の一種）

15 A－8 Ulmus　sp．　（ニレ属の一種）

16 A－8 Betula　sp．

17 C－7 cf．　Les　edeza　sp．　（ハギ属類似種）

18 C－7・8 s塾lix，5p・　（ヤナギ属の一種）

19 B－6 cf．　Morus幽　（ヤマグワ類似種）
20 C－9 Abies　sp．

21 C－8
Gramineae　subfamily　Bambusoideae　sp．　　　　　　　ρ

iイネ科タケ亜科g》一種）

22 C－7 Chamaec　aris　sp．
23 A－9 cf．　Chamaec　aris　sp．

24 A－9 三脚sp．
25 B－9 Chamaec　aris　sp．
26 B－10 Sambucus　sieboldiana　（ニワトコ）
27 A－2 Chamaec　aris　sp．
28 A－1 CameUia　i迦　（ヤブツバキ）
29 A－2 Chamaec　aris串P．
30 A－2 Abies　sp．

31 B－5 旦魑sp．　（エゴノキ属の一種）
32 B－4 Sciado　t云s　verticillata　（コウヤマキ）

33 B－5 cf．⊆＝．」迦
34 B－8

　　　　Ψ`cer　sp．　（カエデ属の一種）

35 C－8 Betula　sp．

36 C－7 塾sp．　（ブナ属の一種）
37 C－6 Faussp．
38 A－2 ⊆エ・腿
39 A－3 Chamaec　aris　sp．
40 B－3 cf．　St　rax　sp．

41 B－4 ユ鯉sp．
42 B－5 種類不明
43 B－5 Chamaec　aris　sp．
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次に各試料の主な解剖学的特徴を種類ごとに記載する。

《cf．　Alnus　sp．》Nα1

　　散士材で管壁は薄：く、横断面では丸みをお・びた多角形、2～6個が放射（まれに接線）方向に複合、単独

　のものはややまれ。階段せん孔を有し、段（bar）の数は5以上（上限不明）。放射組織は同性、1～3細胞

　巾、1－30細胞高のものと集合組織よりなる。柔組織は短i接線状と思われるが不確定。年輪界はやや明瞭。

　これ以外の特徴については、試料の劣化が著しく記載されなかった。

《Chamaecyparis　sp．》Nα2、　3、　4、　6、22、23、25、27、29、39、43

　　早計部から面出部への移行はゆるやか～やや急で、晩材部量は少ない。樹脂細胞は主に晩霜部に散在し、

　しばしば接線方向に配列する。放射組織は柔細胞のみからなり、細胞壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型（C－

　upressoid）まれにトウヒ型（Piceoid）で1－4通常2個、単列、1～10数細胞高で5細胞高前後のものが

　多い。樹脂道はない。年輪界は明瞭～やや明瞭。

《Tsuga　ap．》N（L5、24、41

　　弦材部から晩材部への移行はゆるやか。樹脂細胞はない。放射組織は仮道管と柔細胞からなり、柔細胞壁

　は粗く、末端壁はじゅず状肥厚を示す。分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型、1～4通常2個、単列、1～10細

　声高。樹脂道はない。年輪界は明瞭。

《cf．　Juglans　ailanthifolia》　Nα6

　　散孔材～面詰孔材で管壁は厚～中庸、横断面では円形～楕円形、単独および2～4個が複合、心せん孔を

　有し、壁孔は小型で交互状に配列。放射組織は同性、1～3細胞巾、1～15細胞高。柔組織は周囲状および

　内接線状。年輪界はやや不明瞭。

《Cryptomeria　laponica》Nα33、38

　　早材部から晩材部への移行はゆるやか～やや急で、晩材部品は少ない。樹脂細胞は主に面心部に散在し、

　時に接線方向に配列する。放射組織は柔細胞のみからなり、細胞壁は滑らか、分野壁面は大型でヌマスギ型

　（Taxodioid）～ヒノキ型またはスイショウ型（Glyptostrobold）で1～3通常2個、単列、時に20細胞高

　に達するが5～10細胞高のものが多い。樹脂道はない。年輪界は明瞭。

《Fraxinus　sp．》No．8、11

　　環孔材で孔面部は単列、直壁は厚く、横断面では円形、単独まれに複合、孔圏外で急激に管径を減じ、横

　断面では多角形、2～3個が複合、複合部は更に厚くなる。単せん孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組

　織との問では感状となる。放射組織は同性まれに異性皿型、1～3細胞巾、1～10細胞高で紡錘状を呈す。

　柔細織は周囲状。年輪界は不明瞭。

《旦h坐…　sp．》　Noユ0

　　環孔材で孔面部は2～4列、鼠壁は厚く、大道管は単独、まれに2～4個が放射方向に複合、横断面では

　円形。孔圏外小道管は晩材部へ向って径を漸減、横断面では円形から多角形へと変り、年輪界付近では塊状

　となる。賦せん孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との問では網目状となる。小道管内壁にはらせん

　肥厚が認められる。放射組織は異性皿型、1～3細胞巾、1～25細胞高。柔組織は周囲状。年輪界は不明瞭。

《Betula　sp．》Nα12、16、35

　　転出材で管壁厚は中庸～薄く、単独および2～3　（まれに4）個が放射方向に複合、横断面では楕円形、

　階段せん孔を有し段数は10～20、壁孔は小型で密に交互状に配列、放射組織との間では筋状となる。放射組

　織は同性、1～3細胞巾、1～30細胞高。年輪界は不明瞭1。
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《Abies　sp．》Nα14・20・30

　三二部から晩材部への移行はゆるやか～やや急。樹脂細胞を欠く。放射組織は柔細胞のみからなり、細胞

壁はやや粗く、じゅず状末端壁が顕著、分野壁孔はヌマスギ型～ヒノキ型またはスイショウ型で、1～4通

常2個。単列、5～10細胞高のものが多いが、時に20細胞高を越える。樹脂道は通常認められないが傷害樹

脂道が現われることもある（Nα30）。

《Ulmus　sp。》N（L15

　環孔材で孔二部は1～2列、管壁は厚く、単独、横断面では円形。孔圏外で急激に管径を減じ、i接線方向

に塊状配列、紋様をなす。単せん孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、1～5細胞巾、50細胞高に達する。柔細織は周囲状。年輪界はやや不明瞭。

《cf．　Lespedeza　sp．》　N〔エ17

　二三材または半環孔材で、管径は晩材部へ向って漸減、管壁厚は中庸～薄く、一単独まれに2個複合、横断

面では楕円形。回せん孔を有し、三三は交互状に配列、放射組織との問では網目状となる。放射組織は異性

皿型、1～6細胞巾、20細胞高前後であるが、時に50細胞高を越える。さや状の細胞（sheath－like　cell）

も認められる。柔組織は連合翼状および帯状。年輪界は明瞭。隔壁木織維が階層状に配列する。

《Salix　sp．》Noユ8

　散点材で管径は晩材部へ向って漸減、管壁は薄く、一単独時に2～3個が複合、横断面では円形～楕円形。

乱せん孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との問では網目状となる。放射組織は同性～異性皿型、単

まれに2列、1～15細胞高。年輪界はやや不明瞭。

《cf．　Morus　bombycis．》Nα19

　環孔材で孔圏部は1～2列と思われるが、ぬか目材であるため不確定。管壁は厚～中庸、単独および2～

　5個が複合、複合部はさらに厚くなる。横断面では楕円形、単せん孔を有し、壁孔は密に交互状に配列。放

射組織は異性二型、1～6細胞巾、30細胞高を越えることもあり、いびつである。柔組織は周囲状。年輪界

は不明瞭。

《Gramineae　subfamily　Bombusoideae　sp。》No．21

　不二中心柱をもつ。タケ・ササ類であるが、下位の分類群への同定はできない。

《Sambucus　sieboldiana．》Nα26

　二三材で管径は晩材部へ向って漸減、年輪界付近でやや急に減ずる。管壁は中庸～薄く、2～6個が復合、

単独のものはまれで、i接線～斜方向に紋様をなして配列する。横断面では多角形、単せん孔を有し、壁孔は

やや密に交互状に配列。放射組織は異性、1～4細胞巾、1～15細胞高、さや細胞が認められる。柔組織は

　ターミナル状。年輪界は明瞭。

《Camellia　laPonica》　No28

　二二材で管径は晩材部へ向って漸減、年輪界付近でやや急に減ずる。管壁は薄く、一単独まれに2～3個が

複合、横断面では多角形。階段せん孔を有し段数は20～30、壁孔は階段状～対列状となり、放射組織との問

では階段状となる。内壁にらせん胞厚が認められる。放射組織は異性皿型、1～3細胞巾、1～20細胞高で

あるが、時に上下に連結する。柔組織は随伴散在状および散在状。年輪界は明瞭。

《Styrax　sp．》No．31、40

　　三三材で管径は晩材部へ向って漸減、管壁は厚く、単独および2～6個が放射、まれにi接線方向に複合、

横断面では角張った楕円形。階段せん孔を有し段数は7～20、壁孔は小型、密に交互状～対列状に配列。
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放射組織は異性皿型、1～5細胞巾、1～20数細胞高。柔組織は周囲状、ターミナル状お』よび接線状。年輪

界は明瞭～やや不明瞭。

《Sciadopitys　verticillata》　No．32

　早材部から晩材部への移行はゆるやかで、晩材部量は少ない。樹脂細胞を欠く。放射組織は柔細胞のみか

　らなり細胞壁は滑らか、分野壁孔は窓状またはマツ型（Pinoid）～スイショウ型で1～2個、単列、1～15

細胞高。樹脂道はない。年輪界はやや不明瞭。

《∠璽　sp》　No．34

　散孔材で斜壁は中庸～薄く、単独および2～3（まれに5）個が放射方向に複合、横断面では角張った楕

円形。即せん孔を有し、壁孔は交互状～対列状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は同性

～異性皿型、1～4細胞巾、1～20細胞高、まれに30細胞高を越える。柔組織は周囲状、短接線状およびタ

ーミナル状。年輪界は明瞭。

《Fagus　sp．》No．36、37

　散孔材で管径は斜材部へ向って漸減、年輪界付近ではほとんど目立たなくなる。答壁は薄く、単独まれに

2個複合、横断面では角張った楕円形。単お・よび階段せん孔を有し段数は10前後、壁孔は対列状に配列。放

射組織は同性～異性皿型、1～5細胞巾、1～40細胞高のものと複合組織よりなる。柔組；織は短接線状。年

輪界は明瞭、広放射組織で樹心側へ大きく肝入する。

《N。．9》

　散孔材で管径は晩学部へ向って漸減。管壁は厚く、2～4個が複合、横断面では楕円形、単せん孔を有し、

壁孔は交互状に配列。放射組織は異性、1～10数細胞巾、100細胞高に達し、さや細胞が認められる。柔組織

は周囲状。本試料は当年枝であり種本来の形質を示していない可能性が強く、同定されなかった。

《N。．42》

　散孔材で年輪の初めにやや小型の道管が並び半環孔状を呈す。管壁厚は中庸、2～4個が複合または単独、

横断面ではやや角張った楕円形、階段せん孔を有し段数は15～30。壁孔は小型、密に交互状に配列、放射組

織との間では片押となる。放射細織は異性皿型～同性、単列、1～20細胞高、まれに40細胞高に達する。

柔組織は響町線状。年輪界は明瞭。4年枝である。

　今回同定した試料の多くは小型で、また旧情されているものが多いことから、遺跡周辺に生育していたものと、

河川（利根川？）を流下、遺跡内に堆積したものとを含んでいる可能性が高い。同定された41試料中、針葉樹は

19点と約半数を占める。材の解剖学的特徴により亜属・種レベルまで同定することは甚だ困難であり確実なこと

は言えないが、Abies，　Tsuga，　Cha磁aecyparisの中には暖温帯にまで分布する種が含まれ、針葉樹が多く産す

ることだけから直ちに堆積当時が現在より寒冷であったとか、高野高地から流下したものであるとか結論づける

必要はないと考える。

　また、Sciadopitys　verticillata（No．32）は、日本特産で（研究者によっては一科）一属一種の第三紀遺存種

であり、現在の自生地は、福島県耶麻郡の新潟県境を北限とし、関東地方にはなく、静岡県南アルプス山麓、木

曽地方へ飛んでいる。その用途としては、水湿に強いことから水桶、浴槽、和船用材などで、近畿地方の古墳か

ら出土した木棺の多くには特種が用いられている。従って、本試料が遺跡周辺や河川流域に自生していたにしろ、

また人為的に運び込まれたものにしろ、植生学的または考古学的に非常に興味ある問題を提起しているものと考

える。
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4．種子同定

試料は合計9点、同定結果を一覧表で示す（表6）。

　　　　　　　　　　　　　　　　表6　下河原下遺跡試料種子同定結果

試　　料 採取地点 種　　　　　　　　名

1 A－9 Prunus　persica　（モモ）

2 A－9
P
．
p
e
r
s
i
c
a
一

3 A－9
P
．
p
e
r
s
i
c
a
一

4 A－9
P
．
p
e
r
s
i
c
a
『

5 B－9
P
．
p
e
r
s
i
c
a
一

6 A－8 cf．　To塑nucifcra（カヤ類似種）

7 B－9
P
．
p
e
r
s
i
c
a
一

8 B－9
P
．
p
e
r
s
i
c
a
一

9 B－9 Aesculus　turbinata　（トチノキ）

下河原下遺跡発掘調査風景
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鷹．まとめ

　今回の調査は、遺跡内に鉄塔が5ヵ所建設されることに伴って実施された。調査の結果、生活遺構は検出され

なかったが、下河原下遺跡から、旧河道跡と考えられる遺構が検出された。このことは、過去において荒川が乱

流し、玉井・奈良地区にも流れていたと考えられている（注1）ので、歴史地理学的にも興味のあるものと思わ

れる。

　遺跡は、北から下向河原遺跡・下河原下遺跡・本代遺跡・下河原上遺跡と称した。

　下向河原遺跡からは、凹石・土師器片・板碑片・ほうろく片・江戸時代の陶磁器片が出土し、これらの遺物は

凹石と板碑片が同一レベルで検出されていることなどから、付近の遺跡から河川の氾濫によって流されてきたも

のと考えられる。第6図一2の土師器は、現地表から2．8mの深さで1点だけしか検出されなかったが、河川の

氾濫の時期を示すものと思われる。他の遺物は、2・4層から検出され、その出土状態と土層堆積状態から、河

川の氾濫が南西から北東に向って流れたと推定される。

　下河原下遺跡は、旧河道跡が北西から南東へ流れていたことが確認され、下層の粘土層から多くの樹木・種子・

木の葉・炭化材・土器片が出土した。河床に酸化鉄が多く堆積していたことから、水がたまっていたことが考え

られたが、花粉・珪藻分析で下位の層の試料M・N・o・Pから流水の影響が少なく、比較的水が安定している

池沼的環境であったことが推定されている。上層のH試料より上位は、流水の影響が現われる環境へと変化した

と考えられている。

　A・B試料と0・P試料から新鮮な花粉が検出されたが、それ以外の試料からは、二次堆積化石などが上流域

の古い地層から、運搬され、比較的短時間のうちに堆積したと考えられ、池・沼的な環境が、河川の氾濫土によ

って埋没したとも考えられる。珪藻分析から、明らかに二次化石と考えられる海水域生息するThalassionema

nitzschio童des等が検出されたことも問題となろう。

　樹種鑑定からは、針葉樹が多く検定され、現在は関東地方に自生していないコウヤマキ（第10図一32）が検出

されたことも興味深い。種子は、同定した9点中、モモが7点で、トチノキ・カヤ類似種が1点ずつであった。

　本代遺跡は、荒川の旧河道跡と考えられる低地の北側の微高地に所在するが、遺物は古銭が2点検出された。

土層状態から水がたまっていた時期の存在が推定され、河川の氾濫は北西から南東へ流れていたと考えられる。

　下河原上遺跡からは、1区から土器片が検出され、台付甕の台部（第16図）は現地表から2．7mの深さから検

出された。土層堆積状態から、河川の氾濫が1区は北西から南東へ流れ、H区は西から東へ流れたことが推定さ

れる。

　図4は、今回の調査によって、荒川の旧河道跡と考えられる遺構が検出されたことにより、遺跡と河川との関

係を考えるため作成したものである。熊谷市内の荒川新扇状地と言われている地域周辺は、等高線の聞隔を1m

おきに、他の地域は5mお・きに作図した。参考にされたい。

注1．熊谷市「荒川流路の今昔」　熊谷市史　前篇　昭和38年

　　　籠瀬良明「荒川新扇状地の自然堤防と蛇行河道跡」　自然堤防　昭和50年
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1．A－5区土器出土状態
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